
【岩国市】地域ぐるみの防災キャンプ 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

                                

実 施 内 容 

１ 実施日時：令和３年９月２８日（火） 

２ 実施場所：岩国市御庄公民館、岩国市立御庄小学校 

３ 参 加 者：御庄小児童２３人（４年生），御庄小学校教職員４人、地域住民（地域ぐるみの防

災キャンプ実践委員会メンバー他）２４人、岩国市危機管理課職員４人 

４ プログラム 
10:00 10:15       11:15           12:00        13:30             14:20    14:40   

開 

会 

行 

事 

【研修Ⅰ】 

「御庄地区の災

害と防災」の講

話 

【研修Ⅱ】 

起震車による地震

体験 

昼食、休憩 【研修Ⅲ】 

避難所運営体験 

 ・役割の異なる班を編制し、

小学生と地域住民が協力し

て、避難所の運営体験 

 ・救助者救助シミュレーショ  

  ン 

【研修Ⅳ】 

発表 

まとめ 

振り返り 

 

 

閉 

会 

行 

事 

５ 活動の様子 

 

《講話「御庄地区の災害と防災」 講師：御庄地区災害の語り部、御庄地区社会福祉協議会会長》 

御庄小学校に隣接する御庄公民館で、御庄小学校４年生が、御庄地区災害の語り部の方と、御庄

地区社会福祉協議会会長より、終戦後まもなくに起きた枕崎台風による御庄地区の被害についての

御講話をいただきました。死者も出たこの災害では、生存者の中には、御庄川から錦川、そして周

防大島まで流され、助かった方のエピソードもありました。その他、具体的なエピソードを交え、

聞き入る内容ばかりでした。 

   
〔講話の演題〕        〔講師のお二人〕       〔講話の様子〕 

 

《起震車による地震体験》 

 御庄小学校グラウンドに移動し、山口県消防保安課からお借りした起震車により、阪神淡路大震

災、東日本大震災等の揺れを実際に体験しました。 

〈ねらい〉 
 地域・関係機関が連携し、地震やそれに伴う災害を想定
した避難所の運営を考えることを通して、児童が災害発生
時において、正しい知識をもとに的確に状況を判断し、自
ら安全に行動することはもとより、他の人や社会に貢献で
きる心と実践力の育成を図ります。 
 



   
〔起震車体験に際しての      〔起震車体験の様子〕   〔御庄地区自主防災組織の 

岩国市危機管理課の方の話〕                       方による運営〕 

 

《避難所運営体験 ファシリテーター：自治会連合会長》 

昼食後、御庄小学校体育館で、御庄小学校４年生と地域住民が協働で避難所運営を体験しまし

た。受付班、食事班、保健班、施設班、救助班の各班に分かれ、活動を行いました。段ボールベッ

ドや段ボールトイレを作成したり、救助者の救助等を各班で連携・協力して対応したりしました。 

   
〔地域の方に指導を受けなが  〔受付班による受付の練習〕  〔受付班による体温測定〕 

ら受付の準備〕 

 

   
〔段ボールトイレの      〔段ボールトイレの組み立て〕 〔救助班が、救助要請の内容 

作成マニュアルの確認〕                       を確認する。〕 

               

    
〔岩国市危機管理課の方に、  〔段ボールベッドを      〔段ボールベッドの       

ダンボールベットの作成の        組み立てる。〕        強度の確認？〕 

仕方の説明を受ける。〕 



   
〔救助者の救助に行くための  〔食事班による避難者（各班） 〔救助者を段ボールベッドに 

ヘルメットの準備〕       への食料の準備〕  寝かせる。〕 

 

《発表、まとめ、振り返り》 

   
〔御庄小職員により、児童に  〔児童による体験の振り返り〕 〔岩国市危機管理課の方による 

振り返りを促す。〕                      受指導〕 

 

 

【児童の感想から】 

《各班の活動のまとめから》 
○ （食料班）食べ物を運ぶときが大変でした。また、食料をみんな同じ数ずつ分けることが大

変でした。楽しかったことは、食料を配るときや、特に、マイクでそれぞれの班に食料を取
りに来るように呼びかけたときです。 

○ （保健班）もし、本当に災害があったら、ひなん所で、自分は何ができるかわかりました。 
○ （保健班）本当に災害が起きたら、役立つことをしたいと思いました。 
○ （施設班）楽しかったことは、段ボールベッドを作ってねたことです。むずかしかったこと

は、へこまないベッドを作ることです。 
○ （受付班）本当に災害が起きたら、たくさんの人が来るから、入り口で体温をはかったりす

ることが大変だとわかりました。 
○ （受付班）災害が起きたら、受付班で習ったことを、できればやろうと思いました。ほかの

班もやることが大変だなと思いました。 
○ （受付班）受付班で、どんなことをしていたか分かったし、じっさいに、他の班もどんな仕

事をしていたか分かったのでよかったです。 

 

《関係者への児童のお礼の手紙から》 
○ ひなん所体けんをさせていただきありがとうございました。ダンボールベットは、思ったよ

りがんじょうでビックリしました。防災キャンプで学んだことを大切にしていきたいです。 
○ 仕事内容を教えてくださったり、いっしょに協力して運んだりしてくださってありがとうご

ざいました。次に、じしんがきて、ひなん所に来たら、防災キャンプのことを生かしたいで
す。 

○ 防災キャンプでいろいろなことを教えてくださってありがとうございました。きゅうじょ
が、こんなにむずかしいとは思っていませんでした。本当にありがとうございました。 

○ （受付で）体温や氏名を書く仕事を教えていただき、ありがとうございます。テントを立て
て、中に入ったとき、ゆかが温かかったのでおどろきました。防災キャンプは、すごく楽し
かったです。 

○ 防災キャンプのときは、ダンボールトイレを作ったり、けがをした人をダンボールベッドに
寝かしたり、とてもいい体験になりました。 


